
「お詫びと訂正」

「特別区主任昇任試験　職員ハンドブック〔2025 年版〕完全対応問題集」の設問と解答・解説に誤りがありました。
お詫びし、訂正いたします。

〔問題編〕
【№ 002】　２３区の人口と推移の記述として、妥当な組合せはどれか。

【誤】
Ｂ　23 区の〔人口の推移〕を国勢調査でみると、昭和 40 年の 889 万人をピークに減少に転じた後、増減を繰り返し、

令和２年には 100 万人を切っている。

【正】
Ｂ　23 区の〔人口の推移〕を国勢調査でみると、昭和 40 年の 889 万人を記録しその後、減少に転じた後、増減を

繰り返し、令和２年には 973 万人となっている。

【№ 053】　の関係図の　Ｂ　 　Ｃ　 　Ｄ　の表記は、　Ａ　 　Ｂ　 　Ｃ　の誤りでした。
　　　　　お詫びし、訂正させていただきます。

　　                  (　Ｄ　号被保険者 )　         (　Ｂ　号 被保険者 )      (　Ｃ　号被 保険者 )

【№ 124】　市と町村の制度上の差異の下表の記述として、妥当なのはどれか。

【正】　　　　
　　問題の「肢 4」の市の箇所を「設置できる」、町村の箇所を「設置できないと」訂正いたします。

制度上の差異 市 町村

1 廃置分合の総務大臣への協議 協議は必要である 協議は不要である

2 議会に代えて総会の設置 設置できる 設置できない

3 出納員の設置 設置は任意 設置は義務

4 福祉事務所の設置 設置できる 設置できない

5 複合的一部事務組合の設置 設置できない 設置できる

【№ 127】　の問題の中で、次の「選択肢」が抜けておりました。

１　ＡＢ　　２　ＡＣ　　３　ＡＤ　　４　ＢＣ　　5　ＢＤ

〔解答編〕
P358　No.114
項目の始めに正解 5 と表記がありますが、正しくは正解２です。

【誤】　正解 　5
【正】　正解　２

p359　No.116
肢４　【誤】　行政上の義務を課し、権利を制限することは「できなる」が、この場合、条例事項とされている。
　　　【正】　行政上の義務を課し、権利を制限することは「できる」が、この場合、条例事項とされている。
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